
カフェ・喫茶店が高齢者とろう高齢者の生活の質に与える影響 

―土佐町の事例と京田辺市のコミュニティカフェの事例からー 

 

考察 

コミュニティカフェでの就労 

～中略～ 

今回の聞き取り調査においてはコミュニティカフェで働くことは、楽しく、やりがいがあるほか、働きやすく、

稼いだ賃金が生活の足しになるため、コミュニティカフェで就労することへの満足感が高かった。コミュニティ

カフェで就労する際の楽しみは、前章と同じく友人や知人との会話及び食事であった。聞き取り調査により、こ

こでいう友人や知人が同僚を意味すると判断した。ろう高齢者にとって、コミュニティカフェでの就労は、重要

なコミュニケーションの機会を得られる場となっていた。それに対して、デイサービスの場は、デイサービスの

利用者や職員には障害を持たない人が多く、手話が通じにくいため、ろう高齢者には、つまらない、良い印象を

持たない場であると認識されている可能性がある。デイサービスでは、コミュニケーション手段として手話の次

に指文字が有効であることを報告しており、聴覚障害者にとって筆談は会話を円滑に進める上では必ずしも好ま

しいものではない可能性がある６）。普段の生活上での友人や知人との交流の場所として、ろう高齢者はサークル・

サロン・クラブ等を選択する者が多かった。 

～中略～ 

またコミュニティカフェでの就労により、料理を学ぶことができるという声があった。コミュニティカフェでの

就労は仕事のついでに新しいスキルを身につく場にもなり得る可能性が考えられる。高齢者にとって学習ごとに

参加することが生活の楽しみ、自信、生活の満足度につながることが報告されている７）。 

 

コミュニティカフェでの就労とライフスタイル及び健康状態の関連性 

～前略～ 

コミュニティカフェでの就労ろう者は BADL も維持され、転倒スコアも低かった。 

また、コミュニティカフェにおける就労は、ろう高齢者にとって運動の機会ともなっていた。 

～中略～ 

実際に活動量計のデータを解析すると、就労している間の生活活動量の強度及び活動時間を見ると、１人当たり

の２Mets 以上３Mets 以下の活動強度の活動時間が平均で 181.4±15.9 分あり、３Mets 以上４Mets 以下の活動

時間が 16.05±5.2 分あった。健康維持に有益だとされる１日 3Mets 以上の活動を１日 15 分間以上する運動条件

をコミュニティカフェにおける１日の就労により満たすことができる 12）。 

～中略～ 

本研究の結果からは、ろう高齢者にとってコミュニティカフェにおける就労が、コミュニティカフェの場を形成

し、共食の機会を提供し、運動を促進する重要な役割を果たしていることが示唆された。 
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